
 

 

 
 
 

令和３年度がスタートしました。さて、今年度より中学校においても新学習指導要領が全面実

施となりました。また、小学校においても、前年度を振り返り、その反省を生かして再スタート

を切っていることと思います。約１ヶ月が経過しましたが、「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けた授業改善は軌道に乗っているでしょうか。 

 新潟県では、今年度「主体的・対話的で深い学び」の実現のために、「授業づくり」と「指導

と評価の一体化」を２つの柱として児童生徒の学びの向上を進めていきます。 

その中でも、「指導と評価の一体化」を進めていくためには、学習評価の意義を改めて見つめ

直し、学習評価を充実させていくことが重要です。中学校学習指導要領第１章総則には、学習評

価の充実について、以下の点について配慮することが求められています。 

 

生徒のよい点や進歩の状況などを積極的に評価し、学習したことの意義や価値を 
実感できるようにすること。（中略）評価の場面や方法を工夫して、学習の過程や 
成果を評価し、指導の改善や学習意欲の向上を図り、資質・能力の育成に生かすよ 
うにすること。 
 

ところが、これまでの学習評価については、以下のような課題が指摘されています。 

 

・学期末や学年末の事後的な評価に終始してしまうことが多く、学習評価の結果が 
児童生徒の学習改善につながっていない。 

・挙手の回数や毎時間ノートを取っているかなど、性格や行動面の傾向が一時的に 
表出された場面を捉える評価であるような誤解が払拭しきれていない。 

・教師によって評価の方針が異なり、学習改善につなげにくい。  
・教師が評価のための「記録」に労力を割かれて、指導に注力できない。  など 
（中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」より） 

 

このような課題を解決し学習評価の妥当性や信頼性を高めるために、各学校においては、以下

の点を踏まえながら、引き続き学習評価の充実を図っていただきたいと思います。 

 

●評価規準や評価方法について、事前に教師同士で検討するなどして明確にするこ
と、評価に関する実践事例を蓄積し共有していくこと、評価結果についての検討 
を通じて評価に係る教師の力量の向上を図ることなど、学校として組織的かつ計 
画的に取り組む。 

●学校が児童生徒や保護者に対し、評価に関する仕組みについて事前に説明したり、
評価結果について丁寧に説明したりするなど、評価に関する情報をより積極的に 
提供し児童生徒や保護者の理解を図る。 

（文部科学省国立教育政策研究所「学習評価の在り方ハンドブック」より） 

 

今後も、「指導と評価の一体化」について、情報を提供していきたいと考えています。なお

次回は、「観点別学習状況の評価」について予定しています。 
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「指導と評価の一体化」を進めるために① 

～学習評価について再確認しましょう～ 
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高速大容量通信ネットワークと１人１台端末が整備され、今年度はまさに 

「ＧＩＧＡスクール元年」となります。これらの整備により、特別な支援を

必要とする子どもを含め、多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく、公正に個別最適化さ

れ、資質・能力が一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境を実現することが「ＧＩＧＡスクール構

想」のひとつの趣旨です。 

さて、皆さんの学校では、すでに１人１台端末の活用を始めているでしょうか。私も含め、教

員の多くは、失敗したり、トラブルになったりすることに強い抵抗感があります。教員はＩＣＴ

を全部理解してから子どもたちに使わせたいという思いが強いのかもしれません。しかし、実際

にＩＣＴの操作スキルについては、子どもたちの習熟の方が先であり、教員は子どもたちと一緒

に学び、操作方法を教えてもらいながら進めるぐらいの構えで臨むのがちょうどよいのではない

かと思います。 

よく言われるように、端末はあくまで文房具のひとつです。その文房具の活用を目的とするの

ではなく、学習場面に応じて効果的に活用し、学習の質を高めるツールとして定着させていきた

いものです。また、これまでの積み上げてきた教育実践と最先端のＩＣＴのベストミックスを図

ることにより、教師・児童生徒の力を最大限に引き出す機会を増やしていきましょう。 

 

                        学習活動の一層の充実  

これまでの教育実践の蓄積 × ＩＣＴ ＝ 主体的・対話的で深い学びの視点からの 

授業改善 

 
なお、ＩＣＴの活用に関する要請訪問も随時受け付けています。ぜひご連絡くださ

い。（要請訪問のリーフレット及び様式については、右のＱＲコードをご利用ください） 

  

 

整備された１人１台端末を活用して、まずはこんなことから始めてみませんか？ 

 

 💻一人一人がインターネットから必要な情報を収集する。 
 
 💻カメラ機能を活用し、観察物や学習の記録を蓄積する。 
 
 💻動画を撮影し、動作の確認や学習場面の振り返りを行う。 
 
 💻表計算ソフトを活用し、表やグラフを作成する。 
  
 💻文章作成ソフトやプレゼンソフトを活用し、自分の考えを    

まとめる。 
 
 💻ネットワークや大型提示装置を活用し、課題を提示したり   

一人一人の考えを共有したりする。 
 
💻デジタルや動画教材等を活用し、一人一人の学習状況に 
応じて個別学習を行う。 

 
 💻アンケート機能を活用し、集団の意見や感想、評価等を集約する。 

できることから「ＩＣＴの活用」を推進しましょう！ 


